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西知多総合病院における退院患者の退院先見込みについて 



　西知多総合病院からの退院患者受入れに必要な病床数について

① 

② 

③ 

在宅

①

②

③

慢性期病床　計237床

➤病床機能別に東海市・知多市における必要数を試算した結果、回復期リハビリ病床47床、地域包括ケア病床195床、
   慢性期病床237床、合わせて479床が必要と見込まれる。

第２回検討委員会（10月28日開催）において、西知多総合病院退院患者の東海市・知多市における受入先として、小嶋病院、西知多リハビリテーション病
院、平病院の３病院について受入可能数を試算し、受入先のない退院患者数が約320人、療養病床に換算して160床が不足すると試算した。

今回、第２回検討委員会の意見を踏まえ再検証を行ったもので、西知多総合病院の推計転院患者の東海市・知多市における受入先として、回復期リハビリ
病床、地域包括ケア病床、慢性期病床の３つの機能に分け、それぞれ何人の患者が見込まれ、その受け皿として必要な病床数を試算した。

慢性期病床への転院については、急性期病院である西知多総合病院から、①回復期リハビリ病床経由での慢性期病床への転院、②地域包括ケア病床経
由での慢性期病床への転院、③直接慢性期病床への転院　の３パターンに分けて試算した。
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　　　東海市・知多市における不足病床数について

（１） 東海市・知多市における病床機能別の病床数
病院名 病床数

小嶋病院 一般299
平病院 療養 28
西知多リハビリテーション病院 療養 60

合 計 　　387床

 ≪各病院の入院患者が全て西知多総合病院からの転院患者の場合≫
　 パターン①小嶋病院が、東海市・知多市に必要な地域包括ケア病床全てを担った場合
 　パターン②小嶋病院が、東海市・知多市に必要な慢性期病床のうち平病院28床分を除いた分を全て担った場合

参考
 ≪各病院の入院患者の７０％が西知多総合病院からの転院患者の場合≫
 　パターン③小嶋病院が、東海市・知多市に必要な地域包括ケア病床全てを担った場合
 　パターン④小嶋病院が、東海市・知多市に必要な慢性期病床のうち平病院20床分を除いた分を担った場合

（２） 不足病床数の試算 　　　（ 参   　考 ）

パターン ① ② ③ ④ ←パターン③、④における各病院の病床数　

回復期リハビリ病床　必要数 47 床 47 床 47 床 47 床 　　  小嶋病院299床×70％＝209床、

西知多リハビリ病院 60 床 60 床 42 床 42 床        平病院28床×70％＝20床、

不足病床 0 床 0 床 5 床 5 床        西知多リハビリテーション病院60床×70％＝42床

地域包括ケア病床　必要数 195 床 195 床 195 床 195 床

小嶋病院 195 床 90 床 195 床 0 床

不足病床 0 床 105 床 0 床 195 床

慢性期病床　必要数 237 床 237 床 237 床 237 床

小嶋病院 104 床 209 床 14 床 209 床

平病院 28 床 28 床 20 床 20 床

不足病床 105 床 0 床 203 床 8 床

不足病床数合計 105 床 105 床 208 床 208 床

➤全ての患者を西知多総合病院から受け入れたとしても、回復期リハビリ病床、地域包括ケア病床、慢性期病床合わせ
 　て105床が不足すると見込まれ、西知多総合病院からの受入患者の割合が減少すると、不足病床数はさらに増加する。

回復期リハビリ病棟60床

病床機能別病床数
一般病床74床、障害者病棟225床
うち介護療養病床12床
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